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～学校と家庭と地域で子育てする和琴小～ 

～学校と家庭と地域で子育てする和琴小～ 

■学校教育目標 

よく考え正しく判断できる子（知） 

強い心と体でやり抜く子（体） 

優しい心で助け合う子（徳） 

 

＜３月の行事＞ 下校時刻は、前半が 5 時間・後半が 6 時間 

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 金 参観日 学級懇談 ALT 14:00 ○ 

2 土 週休日   

3 日 週休日   

4 月  14:00 14:55 ○ 

5 火 ALT 14:00 14:55 ○ 

6 水  14:00 ○ 

7 木 図書館バス 14:00 14:55 ○ 

8 金 ALT  14:00 14:55 ○ 

9 土 週休日   

10 日 週休日   

11 月  14:00 14:55 ○ 

12 火 ALT 14:20 ○ 

13 水 六年生を送る会 読み聞かせ 14:00 ○ 

14 木  14:00 14:55 ○ 

15 金 ALT 14:00 14:55 ○ 

16 土 週休日   

17 日 週休日   

18 月  14:20 ○ 

19 火 卒業式総練習 ALT 14:20 〇 

20 水 春分の日   

21 木 大掃除 図書館バス 14:00 ○ 

22 金 第 89 回卒業式 修了式 離任式 11:40 × 

23 土 週休日 学年末休業（～3月31日）   

24 日 週休日   

25 月    

26 火    

27 水    

28 木    

29 金    

30 土 週休日   

31 日 週休日   

 

 

 

 

 

大谷翔平選手から学ぶ 
 

校長 大山 道弘 

 
早いもので令和６年も２ヶ月間が過ぎました。

「一月往ぬる二月逃げる三月去る」の慣用句から
「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る」と言わ
れ、正月から３月までは行事が多く、あっという間
に過ぎてしまいます。３学期始業式では、子どもた
ちに「進級・進学を意識して短い３学期を過ごして
ください。」と話しました。今月は、令和６年度の
前期児童会役員の選挙を行い、６年生を送る会や卒
業式の準備も始まりました。在校生は、卒業生から
バトンを受け取るための準備をしっかりと進めてい
ます。 
さて、冬休み中に大谷翔平選手から学校に３つの

グローブが届きました。大谷選手は、2023年２度目
のアメリカンリーグ最優秀選手（MVP）に選ばれる
など、日米通して活躍していることは皆さんご存じ
のことと思います。 
大谷選手は「目標達成シート（マンダラチャー

ト）」を活用して、目標を立てています。それは、
強い目標（夢）を中心に置き、周りにそれを達成す
るための目標を書き込んだものです。高校１年生の
大谷選手が中心に書いた目標は、「８球団からドラ
フト１位指名」でした。次に、その目標を達成する
ために必要な８つの要素を決めました。体力づく
り、人間性、メンタル、コントロール、キレ、スピ
ード160km、変化球、運です。さらに、それらを達
成するための具体的な目標をそれぞれ８つ決めまし
た。そして、日々の生活の中で地道に目標を達成す
る努力を積み重ねました。 
注目したいのは、目標達成するための８つの要素

の１つ「運」です。その「運」を掴むための行動と
して、「あいさつ、ゴミ拾い、部屋掃除、道具を大
切に使う、審判への態度、応援される人間になる」
などを挙げていました。それは目標が達成されても
続けられ、メジャーリーガーになった今でも、グラ
ンドに落ちているゴミを拾って、そっとポケット入
れているそうです。 
「当たり前のことを当たり前にできる人」は、物

事１つ１つに真摯に向き合い、正しい行動をする人
です。その凡事徹底が、今回の偉業の源だと思いま
す。メジャーリーガーでなくても、どの職業でも大
切にしたいことです。 
子どもたちの将来の夢は、今後、成長と共に変わ

っていきます。しかし、子どもの夢を叶えるための
基礎となることは、どんな夢であろうと変わりませ
ん。あいさつ、整理整頓、清掃、感謝など、人とし
て当たり前のことを当たり前にできることは大きな
財産といえます。そのためには、目を見てあいさつ
をする、名前を呼ばれたら返事をする、きまりを守
る、靴を脱いだら揃えるなど、日常の何気ないこと
を当たり前に行い、徹底していることが大切だと考
えています。周囲への目配り、気配り、心配りがで
きるような大人に成長できるように、我々大人が子
どもたちの手本となり、サポートをしていきたいも
のです。 

和琴小ホームページ http://163.44.3.160/app-def/S-102/washou/ 

 和琴小学校の取り組みや児童の活躍 

等を随時紹介していきます。ご一読の 

ほど、よろしくお願いいたします。 

新学期始業式：４月９日（火） 



 

 

 

 

■チャレンジ冬休み（作品等）発表会 

 1 月 23 日（火）に、チ

ャレンジ冬休み発表会を

行いました。 

どの子どもも冬休みの

時間を使って、一人また

は家族とすばらしい作品

を作りあげていました。発表では、どうしてこの作品

を作ったか、どのように作ったか、大変だったことや

工夫したこと等について作品を見せながら話す姿が

見られました。 

また、作品のよさを認める感想もたくさんあり、素

敵な発表会になりました。 

■冬のスポーツフェスティバル 

30 日（火）には、町内へ

き地・複式 2 校（美留和小・

和琴小）合同の「冬のスポ

ーツフェスティバル」が行

われました。 

前半のスケート記録会

では、50ｍ、100ｍ、300ｍ、500ｍの中から 1 種目を

自分で選んで出場しました。どの子も最後まで一生懸

命滑る姿が大変立派でした。後半は２つのお楽しみゲ

ーム、「そりリレー」と「宝探し」を行いました。 

天候にも恵まれ、青空の下、雪と氷を満喫した一日

になりました。 

■食育指導 

 ２月６日（火）と 7 日（水）

には、弟子屈中学校の栄養

教諭の中野先生を講師に

お迎えし、食育指導を行い

ました。 

低学年は、食事のマナー

とお箸の使い方について、中学年は、健康と朝ご飯の

関係について、高学年は、成長と栄養について、それ

ぞれ教えていただきました。 

今回の学びで、よりよい食事の習慣を身につけてい

ってほしいと思います。 

■冬のふるさと体験学習・PTA 親子レク 

 2 月 9 日（金）には、冬

のふるさと体験学習を行

いました。今年の活動場所

は美幌峠です。 

最高の天気の下、素晴ら

しい景色を見ながら、クロ

スカントリースキーを楽しむことができました。 

また、午後からは PTA

親子レクを行いました。６

年生の子どもたちが考え

てくれた「しっぽ取り」「風

船バレー」「紙飛行機大会」

をみんなで楽しみました。 

ふるさと体験の講師を引き受けて下さった齋藤哲

治様、祖父江健一様、そして、ご参加いただいた保護

者の皆様、大変ありがとうございました。 

■新一年生一日体験入学 

2 月 13 日（火）に、令和

６年度の新入生３名を迎

えて一日体験入学を行い

ました。 

 当日は、５名のお兄さん、

お姉さんが大活躍でした。

一人一人に渡したメッセージカード、教室の飾りつけ、

新入生への接し方、どれも心のこもった温かいもので

した。新入生も、一人一人しっかり感想を言うことが

できました。 

 4 月から一緒に勉強したり、遊んだりするのが楽し

みです。 

ありがとうございます 

屈斜路地域在住の写真

家、水越武さんから、ポス

トカードと写真集が届き

ました。敬老会の際にお届

けした子どもたちからの

メッセージへのお礼にと

のことです。 

ポストカードは子ども

たち一人一人に配布させていただきました。また、写

真集は学校の図書室で子どもたちのために活用させ

ていただきます。本当にありがとうございました。 


